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　三戸雄一教授が日本商業英語学会（Japan　Business　English　Association）第13回
総会（昭和29年）会報（現在の研究年報）の中で，「商業英語とは如何PCommercial
English　？Mercantile　English　？常に頭にある問題で常に解答されないもので
ある①。」といみじくも記述されているとおり，「商業英語」あるいは「商業英
語学」をめぐる概念規定は古くて新しい問題である。
　前記の会報に収録されている「学会会則」の第2条では，「本会は会員相互
の知識を交換し，商業英語の理論と実際の研究を目的とし，その目的達成のた
めに左の事業を行う。」（圏点は筆者による）と規定され，一方，現行の会則では，
f第2条　本会の目的は次のとおりとする。1．商業英語学および関連科学の研
究，2．会員相互および内外の関係学会または団体との知識の交換および親睦」
〈圏点は筆者による）と規定されている。
　この会則に言う「商業英語の理論と実際の研究」あるいは「商業英語学およ
び関連科学の研究」という表現の概念規定は，個々の研究者の脳裡にはそれな
りに確固たる概念として定着しているかも知れない。しかし，今日までの文献
業績で見るかぎり，その概念規定は個々の研究者によってまちまちで，確固た
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る統一的概念規定が確立されていないように思われる。
　もっとも，中村巳喜人教授は，後述のとおり，最近の著作の中で精緻な論拠
を提供し，「商業英語学」の概念規定として望ましい方向性を提唱している。
　本稿では，以上のような現状認識を前提として，主としてわが国の著作を中
心とした文献的検討を行ない，「商業英語学」の概念規定の方向性を見出すこ
とをその中心的課題として論述してみたい。
①　三戸雄一「商業英語の表現法J，日本商業英語学会会報（第13回），昭和29年，21頁参照。
1．　商業英語の生成発展過程
　商業英語について，それを歴史的に考察してみると，その起源はCommercial
Englishとして英国で形成された商業目的のための英語といえる。
　『商業英語は，1588年英国がスペイソの所謂無敵艦隊を全滅して世界の海上
権を掌握し，植民地と貿易を独占してから起ったものである。それで，わが国
の「候文」と同様，「旧式」で封建制度の遺物で，時代錯誤だと非難されてい
る。「チンプンカソプンの用語」や「商売の説り言葉」を用い，その語法は
「大ゲサの文体」で，「型にハマッタ文章」から成っているからだω。』，との記
述を見るまでもなく，いわゆる英国の「旧式商業英語」には，一般社会の人々
にとって理解しにくい表現が多数頻出する。
　‘‘Business　English，　in　short，　is　extremely　un・businesslike〔2〕．”と皮肉な表現
をされる位に，「極端な語句の省略や文法の規則を守らない英文を書き，或は．
形式的な極り文句を反覆使用したり，殊更に固苦しい法律用語を用いたりし
て，これがCommercial　Englishというものと考えていた。従って読み慣れ
ない者にとっては，容易に分りにくい英語であり，慣れた者にはお定りの紋切
型文句の繰返しで新鮮味に乏しく読むまでもないところが多く，jargonとか
clich6←worn－out　phrases）とか言われて，この改善が叫ばれ出したのである〔3｝。」
　前述のとおり，英国が16世紀にスペインから海上権を奪取し，植民地と外
国貿易を独占した当時は，「まだ封建思想が旺盛な時代であったから，地位の
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向上と繁栄を願う商人達は，上流社会の言葉遣いを真似たり，ラテン語を多く
使う法律家の文書に習い，商業書類に一種特別の表現法を使って，自分達の貧
弱な学識をカムフラージせんとして生れたのが，今日排斥せられている所謂旧
式商業英語である（4）。」
　このような「旧式商業英語」に対して，英国国内からの批判がなかったわけ
ではない。
　1922年に英語教育調査団（1919年Fisher文部大臣によって任命されたSir　Henry
Newboltを委員長とする調査団）が発表した報告書（The　Teaching　of　English　in
England）の第五章のEnglish　in　Commercial　and　Industria1’Lifeの節で，
「商業英語は国語の純潔を愛好するすべての者にとって不快であるばかりでな
く，商業の真の利益にも反するものである。With　this　evidence　before　us，
we　have　no　hesitation　in　reporting　that　Commercial　English　is　not　only
objectionable　to　all　those　who　have　the　purity　of　the　language　at　heart
b・t・1・…nt・a・y　t・th・t・u・i・tere・t・・f・・mmerci・l　lif・，・apPing　it，
vitality　and．encouraging　the　use　of　dry，　meaningless　formulae　just　where
vigorous　and　ariesting　English　is　the　chief　requisite．｛5）」と述べている。
　もっとも，この「旧式商業英語の改革を最初に唱えたのは米国の学者と進歩
的な商社の指導者達であった。米国においては，第一次世界大戦を契機として
米国式の新しい商業英語に移行し始めたといえる。即ち，「旧式商業英語Com．
mercial　English」に対する批判と改革の波は1920年代から強い勢力を得て，
今日の商業英語，いわゆる米国式の「新式商業英語Business　English」への
移行を始めたのである⑥。
　では，何故，「新式商業英語」が米国で発生し発展をみたかと考えてみると，
それに関する興味深い見解がある。即ち，「米国は英国と気候が違い，寒暑の
差違が人間を刺激するのと，理智的な純英蘭人Anglo－Saxons系統の米国人
が約人口の50％位で，感傷性に富んだ欧大陸の移民およびその子孫が40％も
いるので，国民全体としてはかなり感情的な国民となっている。そこで，何事
でも新奇なもの，極端なこと，他人の注意を引くこと，などに敏感であるた
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め，第一次大戦以後の思想の変化とあいまって，米国式の新しい商業英語が英
国よりもはるかに浸透したというだけのことである。しかし，何といっても，
米国では商業英語の研究が盛んで到底英国は比較にならない位である〔7｝。」との
見解である。
　勿論英国においても商業英語の研究は進展している。しかし，英国人は，
『理智的であると同時に冷静で，非常に個性の発達した国民であり，保守的で
地味な性格なので，伝統を重んじ，正統を薄敬する独立心と自治心の強い国民
である。その結果，米国と反対に，新奇なもの，あるいは余りに人の注意を引
くものなどは下品か俗悪な趣味と考え勝ちな人間となっているので，米国式の
新しい商業英語の普及はおくれている。殊に，「会話体の英語」を使い，「懇意
な間柄のような言葉を使え」といった米国式の新しい理論は英国には通用しな
い。英国人は「商売は商売（Business　is　business．）」だといって，公私の区別を
混同することを嫌がる国民である⑧。』
　さて，ひるがえって，わが国における商業英語教育の流れをみると，明治8
年，東京商法講習所（一橋大学の前身）が開校され，その科目に「英文商用作文」
が掲げられたのが商業英語教育の始まりとされているCgV。
　明治7年のわが国輸出入額の99％が外商によって行なわれ，同20年におい
ても90％弱が彼等外商の掌中にあった，いわゆる「商館貿易」（居留地貿易）」
を背景にして，商業英語の修得は日本人による貿易取引遂行という現実的要請
の上からも急務だったことは容易に推論できる。
　大正10年，商業学校規程が改正され，「商業英語」の名称による学科目が，
選択科目としてではあるが科目名の中に見られるようになったtm。いおゆる
Colnmercial　Englishの邦訳とみられる名称が市民権を得て今日の呼称に及ん
でいるといえる。
（1）山崎宗直，「英米両国の商業英語の相違と日本人の立場」，日本商業英語学会会報（第13回），
　昭和29年，10頁参照。
（2》安達博吉，「商業英語の研究について（1）」，Business　English誌第H巻第2号，昭rC　30年7
　月号，27頁の中に引用されている「英語学者Eric　Partridge　9　The　Concise　Usage＆Abusage
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　122頁での指摘」参照。
C3）安達博吉，前掲誌，27頁参照。
C4｝山崎宗直，前掲会報，10頁，および「商業英語と貿易実務」第9版，丸善，昭和31年，21～
　22頁参照。
C5〕北沢佐雄i，「現代商業英語新講」再版，有明堂，昭和40年，2頁，およびBusiness　English
　誌第XX巻第4号，昭和39年，59頁参照。
　山崎宗直，前掲書，25頁参照。
（6）北沢佐雄，前掲書，2頁参照。
｛7）山崎宗直，前掲書，25頁，および前掲会報，！O頁参照。
〔8）山崎宗直，前掲書，26頁，および前掲会報，10頁参照。
（9｝三戸雄一，「吾国商業英語教育略史」，N本商業英語学会研究年報（第18回），昭和33年，2エ2
　頁参照。
U①三戸雄一，前掲研究年報，219頁参照。
2．　「商業英語」の概念規定に係わる諸見解
　今日までの「商業英語」に関する内外の文献の殆んどは，Commercial　Eng－
lishからBusiness　Englishへの歴史的変化のプロセスを考慮に入れていると
はいえ，いわゆる「商業英語の領域o｝（Scope　of　Business　English）」を前提とし
たテキスト的例文列記とその解説を主眼点としたもので，「商業英語」に対す
る概念規定も曖昧な点が認められる。
　先ず，「商業英語」の概念規定として発表されている諸見解のいくつかを，
手許の文献の中から抽出してみると次のように述べられている。
　　見解（その1）『商業英語とは，一般社会の中に含まれる　「商業社会」乃至は「商
　業社会」という特殊社会を舞台としてその全ゆる活動部面に用いられる英語を指称す
　る②。』
　　見解（その2）『商業英語は各種の商業目的のために用いられる標準英語である。」
　というコロソピヤ大学A．Charles　Babenroth　＆授の定義で説明することが出来ると
　思う（3j。』
　　見解（その3）r商業英語とはBusiness　Englishの訳語である。以前はCDmmercial
　CorrespondenceまたはBusiness　CorrespOndence即ち「商用通信文」といって，単
　に商業上の取引に関係ある通信文のみを取扱っていた。ところが今日ではBusiness
　Englishという言葉を用いて，商業英語をもっと広い意味に解するようになった。貿
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易英語も同意義に解してよい。商業英語とは，内外の商取引並びに商業経営上に用い
る英語が即ちそれである。しかし，商業英語といっても，何も特殊の英語ではない，
日常用いるところの英語である。ただその形式と目的が，他の種の英語と多少異なる
から商業英語というのであるω。」
　見解（その4）『商業英語（Business　English）とは，商業上使われる，効果的な，
良い英語である。此の定義による商業英語は，英文の契約書や其他の売買に直接必要
な書類は勿論のこと，英字新聞や雑誌の広告に至る迄包含する非常に範囲の広いもの
であるが，本書では外国貿易の為に使われる英文手紙を主な研究対象とする㈲。』
　見解（その5）　『商業英語とは，正式にいうと貿易英語よりも相当広い対象をいい
表わす言葉であるけれども，こと日本に関する限り，貿易英語という言葉を使っても
実体においてはほとんど同一内容を指すものと見なして大過ないはずである。「貿易
英語とは，日常の現代英語という基盤の上に，貿易実践上必要な術語と慣用的表現と
が加わったもの，ならびにそれを研究対象とする学科をいう｛6｝。』
　見解（その6）『Business　Englishという特別な種類の英語が存在している訳では
ない。文学や科学，あるいはジョナリズムなどに用いられている英語と，オ『質的に同
じ言葉を，商業の分野に用いるから「商業英語」というのである。ただ，商業英語に
おいては，今日通用している良い標準英語（good，　standard　English　of　today）を，
商業の場で明快にまた効果的に，話したり書いたりすることを要求するC7）。』
　見解（その7）『近年とくにアメリカにおいてはBusiness　Englishというと，国内
取引や海外との商敗引の諸段階で用いられるBusiness　letters　or　correspondence（商
用通信文）といった従来の範囲を超えて，さらに広くCopywriting（広告文作成）や，
またBusiness　Reports（業務報告書）やTechnical　Reports（技術報告書）をも含めた
Business　Writing（商用作文）を指す傾向が見受けられる。しかし，現実にわが国ビジ
ネス界で活躍しようとする人たちにとって必要なBusiness　Englishは「貿易英語」
（Business　English　for　International　Trade）であると規定してさしつかえないであ
ろう⑧。』
　見解（その8）　『商業英語では，一一一i般英語と違って，特殊な商的表現法及び書式が
あり，最終的に取引締結を目的とするものである。これらの表現法及び書式を用いる
ことにより，あらゆる状態に適応した適確な商的色彩に富んだ意志表示が可能となる
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わけである⑨。』
　見解（その9）rBusiness　Englishとは，内外の商取引に用いられる英語を広く指
す言葉で，Business　Correspondence（商用通信，いわゆるコレポン）のみならずBusi・
ness　Documents（商用書類），各種Reports（報告書類），　Advertisements（広告），
Telegrams（電報）などを含み，さらに読み書きのみならず，面談および電話による
Business　talks（商談）を含めることもできる。しかし，わが国でBusiness　English
を用いる場合は貿易通信が主であるから本書も貿易用の手紙を最も多く取扱い，電報
文その他貿易に関係の深い英語を加味した。今日名称としてはBusiness　Englishの
方が多く使われ，日本語では「商業英語」でよい。貿易通信はその最も大きな一部門
ということができるtlCD。』
　見解（その10）『貿易英語とは，商業一般取引において用いられる英語，即ち商業英
語の一部門である。この広い意味の商業英語には，貿易とは余り関係のない一般の商
行為に用いられる英語も含まれる。貿易英語は文書の面では，貿易という場で用いら
れる通信文（手紙及び電文），商用書類（Business　Documents），市況を報ずるMarket
Reportsや海外の顧客に訴える広告（Advertisements）等を含む英語があり，　Speech
面では，電話によるBusiness　Talks等の英語があると考えられるao。』
　見解（その11）　r‘‘Commercial　Correspondence”is　a　very　wide　term，　including
as　it　does　the　whole　system　of　conducting　business　transactions　by　means　of
writing．（「商用通信」という語は極めて広範な内容を持ち，文書を用いてする商取
引の全般を事実上包含するca。）』
　見解（その12）rBus三ness　English三s　standard　English　adapted　to　the　needs　of
Business．（商業英語は各種の商業目的のために用いられる標準英語であるa3。）』
　見解（その13）　rEvery　business　Ietter　is　a　business－building　letter；Business
English　is　a　combination　of　good　business　and　good　English．（商用の書簡はすべ
て商売開拓の手紙である。即ち商業英語は上手な商売と上手な英語の合作であるαむ。）』
　さて，以上のような諸見解を検討してみると，いわゆる「英国式の古い商業
英語（Commercial　English）カミ書くこと（Writing）中心の概念規定でなされてい
るのに対して，「米国式の新しい商業英語（Business　English）では時代の変化に
即応した領域，即ち音声による意思伝達の分野（・ral　field　of　communication）を
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も包摂した幅広い領域を前提としていることがわかる。
　　もっとも，このような点はCommercial　Englishの中心であるCommerciaI
Correspondence，そしてBusiness　Englishの中心であるBusiness　Communi・
cationなる用語の語彙的分析によってもある程度の類推が可能である。即ち，
手許のThe　Random　House　Dictionary　of　the　English　Language（以下，　RHD
と略称する）とWebster’s　New　World　Dictionary　of　the　American　Language
（以下，WNWDと略称する）によってこれらのwordsを調ぺてみると，次のよ
うなことが判明する。
　　Commerce　l－（RHD）1．　an　interchange　of　goods　or　commodities，とsp．
　　　on　a　large　scale；trade；1）usiness
　　　　　－（WNWD）1．　the　buying　and　selling　of．goods，・esp．　when　done
　　　　on　a　large　scale　between　cities，　states，　or　countries；trade
　　Business　I－（RHD）2．　Econ，　the　purchase　and　sale　of　goods　in　an
　　　　attempt　to　make　a　pro丘t
　　　　　3。Com．　a　person，　partnership，　or　corporation　engaged　in　commerce，
　　　　manufacturing，　or　a　service；prof…t－seeking　enterprise　or　concern
　　　　　－（WNWD）5．　the　buying　and　selling　of　commodities　and　services；
　　　commerce；trade
　　　　　SYN．－business，　in　this　comparison，　refers　generally　to　the　buying
　　　and　selling　of　commodities　and　services　and　connotes　a　profit　motive；
　　　　commerce　and　trade　both　refer　to　the　distribution　or　exchange　of
　　　　commodities，　esp．　as　this　involves　their　transportation，　but　commerce
　　　　generally　implies　such　activity　on　a　large　scale　between　cities，　coun－
　　　　tries，　etc．；industrOr　refers　chiefly　to　the　large．scale　manufacturing
　　　　of　commodities（イタリック体は筆者による。）
　　なfO’　busineSSの意味としては，職業，関心事などを含め種々な意味がある。
　　1correspondence－（RHD）4．　communication　bor　exchange　of　letters
　　　　　　5．letters　that　pass　between　correspondents　　、
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　　　　－（WNWD）3．　a）communication　by　exchangeげ厩θ75
　　　　　b）the　letters　received　or　writtel1（イタリック体は筆者による。）
　ここでは，イタリック体の部分でわかるとおり，手紙の交換によるコミュニ
ケーションと規定している。
　　Communication－（RHD）2．　the　imparting　or　interchange　of　thoughts，
　　opinions，　or　information　bツspeech，　ten’iting，　etc．
　　　　3．something　imparted，　interchanged，　or　transmitted．
　　　　4．adocument　or　message　imparting　information，　opinion，　etc．
　　　　一（WNWD）2．　a）agiving　or　exchanging　of　information，　signals，
　　　or　messages　bor　talk，　gestures，　writing，　etc．
　　　　b）the　information，　messages，　etc。
　CorrespondenceをCommunication．と比較してみると，　correspondenceが
letterの交換によるコミュニケー一一ションを規定しているのに対して，　communi－
cationは会話，ゼスチャー（身振り），文書などによる思想（考え），意見，ある
いは情報の分与あるいは交換を規定していることがわかる。
　なお，ジャニス（J．H．　Janis）ニューヨーク大学名誉教授はCommunication
の概念規定を次のように行っているas。
　‘℃ommunication，’is　the　process　by　which　messages　affect　response．
　そして，Communication　pr㏄essの望ましいモデルとしてResponse－orient・
ed　model（応答志向モデル）の次のような図形を示しているロ㊥。
Sender－→Message→ 一一ｨReceiver
Response
　一方，テキサス工科大学（Texas　Tech　University）のS．B．　Rosenblatt教授，
T・R．Cheatha皿準教授，　J．　T．　Watt準教授は，その共著rCommunication
in　Business」の中でBusiness　Communicationの定義を次のように行って
いるα％
　　　「Business　Communications　are　purposive　interchanges　of　ideas，　opin一
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　　　ions，　information，　instructions，　and　the　like，　presented　personally　or
　　　impersonally　by　symbol　or　signal　as　to　attとin　the　goals　of　the　organiza．
’　　　　　　　　　．
　　　tユon．」
　　　そして，基礎的コミュニケーション・モデル（abasic　communi（）atioti　modet）
として次のような図形を示しているua。
　　　ZZ　 Z　’Z．‘Z　　 ・・nder一撫離，ea，、。。一一畠舗゜「　1－1・Dec・d・ri・－Rece・ver
　　　　　　↑Z　Feedback－　　　・
　　（Zis　the　symbol　for　noise　or　interference）
　　また，Business　Communicationの形（form）は人によって，会社によって，
状況によって異なるとしながらも・次のような分類を列記》ているα％
　　Oral：
IntervieWS．
Appraisals
Staff　meetings
Conferences
Orientations
Counsel1五ng
Assignment　giving　・
Sales　meetings
Sales　presentations
Radio　commercials
Sound　tapgs
Report　meetings
Work　place　meetings
Formal　addresses
Grievance　Handling
Public　address　systems
UniOn　negOtiatiOnS
▼Vritten　Com〃zunications；
　　Announcements　Pay　envelope　inserts　Magazines　and　Newspapers
　　Reports　　　　　Advertisements　　　　　Bulletins
　　Letters　　　　　Manuals　　　　　　　Booklets
　　Newsletters　　　Signs　　　　　　　　　　Publicity
　　Posters　　　　　Memos　　　　　　　　Statements
Combining　OraZ　and　VVIri彦彦en（．Audio・visual）：
　　Films　．　　　　Slide　presentations　　・Videotape　　己
（155）
　Televisions　　　　Film　strips
Visual　CO〃Z〃zunication5；
　Illustration
　Trade　marks
　Color
　Trade　characters
　Dress　or　attire
Nonverbal：
　Facial　expression
　Body　movement
なお，
Photography
Packaging
Symbols
Brand　marks
S ze
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　　 　　Clo ed　circuit　TV
Architectural　style
Type　design
Signs
Shape
Contrast
　 　　　　　　　　　F el　　　　　　　　　　Time
　 　　　　　 　　　Space　　　　　　　　　　　　　　Odor
　　　　このようなBusiness　Communicationの形式分類に相当する，わが
国における商業英語の領域規定については，商業英語の概念規定として列記し
た諸見解の中にある程度の輪郭が感知されるが，木曾栄作教授の商業英語の領
域規定は次のとおりである⑳。
　A．対外商業活動の手段としての商業英語
　　（1）貿易通信文（電報文を含む）
　　②　広告，宣伝文
　　（3）市況其他報告文
　　（4）各種経済記事
　　（5）各種商業書類，術語
　B．以上に関連する国内商業活動の手段としての商業英語。
　もっとも，上記の領規定域にはテレックス（Telex），ファクシミリ（Facsim圭le），
会話（Talks），言葉によらないコミュニケーション（Non－verbal　communication
無言交信）な’どは考慮の中にないが，同教授が領域規定された昭和20年代の時
代的背景を考慮すれぽ当然のことである。
（1｝「商業英語の領域ないし概念規定はCommercial　EnglishおよびBusiness　Englishによって
　異なるとともに，本文で紹介するとおり研究者によってもその見解に異同が認められる。
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《2｝木曾栄作，商業英語の本質に就ての一考察，日本商業英語学会会報（第12回），昭和28年，30
　頁参照。
く3）尾崎　茂，商業英語とは，Business　English誌第X［巻第1号，昭和30年，7頁参照。
く4）伊地知純正，貿易英語，第15版，稲門堂，昭和31年，1～2頁参照。
｛5）渡辺幸吉，貿易実務の英語，第5版，南雲堂，昭和38年，1頁参照。
（6）近田一郎，貿易英語，春秋社，昭和39年，9～11頁参照。
｛7）北沢佐雄，現代商業英語新講，再版，有朋堂，昭和40年，3頁，およびBusiness　English誌
　第XX巻第4号，昭和39年，60頁参照。
a｛8）鳥谷剛三，国際貿易英語，成美堂，昭和48年，3頁参照。
｛9）奥田晴郎・下田暁馬，「新鋭」商業英語，南雲堂，昭和48年，1頁参照。
am羽田三郎，英文貿易通信入門，4訂版，関書院新社，昭和54年，1頁参照。
UO武藤光太・小林　甫，基礎貿易英語，南雲堂，昭和54年，3頁参照。
a2安達博吉，商業英語の研究範囲と専用辞典，　Business　English誌第X【巻第1号，昭和30年，
　9頁にPitman’s　Guide　to　Commercial　Correspondence　and　Business　Composition（WJ．
　Weston著）の文章として引用されている。
⑱　尾崎　茂，前掲誌，7頁，および三戸雄一，吾国商業英語教育略史，日本商業英語学会研究年
　報（第18回），昭和33年，210頁および226頁で，米国コロンビヤ大学A．Charles　Babenroth
　教授の定義として紹介されている。
q4伊地知純正，前掲書，2頁に米国の或学者の定義として紹介されている。
㈲」．Harold　Janis，　Writing　and　Communicating　in　Business，3rd　ed．，　Macmillan　Publishing
　Co．，　1978，　p．22
a⑤　　J．Harold　Janis，　ibid．，　P．25
⑳S．B．　Rosenblatt，　T．R．　Cheatham，　J。T．　Watt，　Communication　in　Business，　Prentice・Hall，
　Inc．，　1977，　p．8
⑱S．B．Rosenblatt，　T．R．Cheatham，　J，T．Watt，　ibid．，　p．9
働S．B．Rosenblatt，　T．RCheatham，工T．Watt，　ibid．，　p．13
⑳　木曾栄作，前掲会報，32頁参照。
3．　「商業英語学」の概念規定を求めて
　前節において「商業英語」の概念規定ないし領域に関する諸見解を列記し吟
味した。これらの諸見解は，それ自体としては意味があり研究領域を明らかに
していることは何人も否定し得ない。
　しかし，それらの諸見解は，文献的にみるとテキスト的「商業英語」例文の
列記と現実的効果重視の現代英語を念頭におき，その用法や語義の解釈をその
背景にしているものが殆んどといってよい。
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　勿論，現実重視の効果的商業英語の技法を説くことに欠陥があるわけではな
い。しかし，そのようなテキスト的「商業英語」の文献に終始する研究成果の
みでは，果たして「商業英語」を「商業英語学」として一科学の地位まで向上
させることが可能なのかといった疑念に遭遇する。
　「商業英語」をテキスト的英文例示の文献の域にとどまらず，「商業英語学」
としての方法論を確立して「商業英語」の真髄を究明する「商業英語学」の概
念規定を確立することが急務といえる。
　今日までのところ，「商業英語」に対する概念規定試論が皆無であったわけ
ではない。手許の文献の中から「商業英語学」の概念規定に迫る見解を取出し
てみると次のようなものがある。
　　見解　1．　『学問的研究対象としての可能性一商業英語は歴史的立場からこれを
　観察するときに，その変遷過程が充分認められる事実からして，またその特異な語彙，
　語法，表現形式を体系的にこれを把握することも可能と考えられるが故に，普通英語
　とは異なる研究分野を持つ可能性が存すると信ずる。例えば，「商業英語文法」「商業
　英語語法」「商業英語彙の歴史的研究」等も研究対象として成立する可能性が存するで
　あろうω。』
　　見解　2．　『商業英語学の方向は外国貿易上の個別具体的な問題解決のための実務
　的な内容と英語的表現形式をからみ合わせつつ組み立てていく，高度の総合技術学と
　しての方向である②。』
　　見解3．『貿易という国際商業活動の場で使用する英語（およびそれを研究対象と
　する科目）が貿易英語であるということをもう一歩掘り下げて考えると，最重要の国
　際性を有する事象を内容とし，これまた最高の国際性を持つ言語を表現形式とするも
　のがすなわち貿易英語ということになり，これら二要素の歴史的な結び付きこそ貿易
　英語を価値ある研究対象たらしめる鍵である所以も納得がいくのであります（3）。』
　　見解4．　『商業英語においては，今目通用している良い標準英語（good，　standard
　English　of　today）を，商業の場で明快にまた効果的に，話したり書いたりすること
　を要求する。そこで，この要求に応えるためには，effective　business　writingを科
　学的に研究調査すると共に，best　authorsの書物を多く読み，　best　speakersの表現
　方法を観察し，さらに自分の文体を創り出すよう努力，練習することである。だから
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　Business　Englishは学（science）であると共に技術（art）であるc4）。』
　以上のような見解に加えて，注目すべき見解は中村巳喜人教授の見解であ
る。
同教授は，
　見解　5．　『商業英語学とは商業英語現象に関する学問であり，商業英語現象とは商業
の場において一定の現実的効果をあげることを目的とする意思伝達のために英語を用い
て行なわれる動的な言語活動であるc5）。』，と定義している。そして，その定義の一
つ一つの語義に対しても用意周到な論拠をあげて説明されている。
　筆者は，この中村巳喜人教授の見解による「商業英語学」の概念規定（定義）
に共鳴するものであるが，この概念規定の中で「商業英語学とは商業英語現象
に関する学問であり」（圏点は筆者にょる）の圏点部分の解釈に意を尽くさなけれ
ぽ，実用性重視の現実的目先的英文表現のみに研究対象が歪曲解釈される懸念
があるように思われる。
　即ち，商業英語現象に関する学問という表現の中に，歴史性と方法論的分析
手法の概念を明確に規定しておかないと，「商業英語学」としての基盤を失うと
思うからである。そして，「商業英語現象」の歴史的生成発展過程を柱とし，そ
の生成発展過程の中に見られる変遷過程を心理学的分析（psych・logical　analysis），
言語学的分析（linguistic　analysis），実務的分析（practical　analysis），法律学的分
析（legal　analysis），あるいは社会学的分析（s・ciological　analysis）等を通じて解
明c6）していく研究態度の中に「商業英語学」としての商業英語の在るべき姿を
求め得ると思うからである。
　このような基本的研究態度を捨てて現実的効果のみを求めることは，学問と
しての商業英語（商業英語学）の道を閉ざすことであり望ましい方向とはいい難
い。学問的商業英語研究を通じて現実的効果を求めるべきが正しい方向である
と考える。
　さて，以上のような観点を考慮に入れて「商業英語学」の方向性を図形化し
てみると次のようなものが出来上るであろう。
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｛1）木曾栄作，商業英語の本質に就ての一考察，日本商業英語学会会報（第12回），昭和28年，32
　頁参照。
②　石田貞夫，貿易通信の体系的研究，再版，白桃書房，昭和38年，3～15頁参照。
（3｝近田一郎，貿易英語，春秋社，昭和39年，10頁参照。
（4）北沢佐雄，現代商業英語新講，再版，有朋堂，昭和40年，3頁参照。
｛5）中村巳喜人，ビジネス・コミごニケーション論，同文舘，昭和53年，5頁参照。
（6）石田貞夫教授の貿易通信の体系的研究，羽田三郎教授の実務英語の文法と修辞（研究社），英文
　貿易通信雫ミナー（関書院新社），電報とテレックスの英語（大修館），中村巳喜人教授のビジネ
　ス・コミュニケーション論（同文舘），尾崎　茂教授の商業英語のとらえ方（商業英語出版社），
　伊地知純正教授の商業英語の史的研究（日本商業英語学会第13回会報）などは，その分析（アプロ
　ーチ）方法を示唆するものとして興味深い。
』4．　「商業英語現象」に関する研究事例
　前節で言及した「商業英語現象」をいかに捉えあるいはいかに認識して研究
を進めていくかといった方法論選択の問題は，個々の研究者の研究方針による
しかない。
　ここでは，研究事例の一つとして，Messrs．の用法を分析してみたいCl）。
　MESSRS．の用法一男性の氏名に冠する敬称として，単数の場合にMr．を
使用することは周知のことである。しかし，その複数形としてMr．にsを加
えるとMrs・となり既婚婦人となるので，フランス語のMonsieurの複数形
Messieursを借りて，通常Messrs．と省略形で使用することもよく知られて
いる。
　ところが，その正用法については案外軽視されているように思う。日常の
Business　Lettersを精査すれば，　Price　ListやSales　Noteなどの書式に予め
印刷されている場合（～商会といった古い時代の歴史的経過を思わせる名残りといえ
る。）を除外しても，かなりの手紙にMessrs．が使用されているのではなかろ
うか。
　手許の参考文献2｝を見ると，このMessrs．の用法について，株式会社を意味
するLtd・，　Inc・，　Corporationや業種（line　of　business）を表わすTradingな
どの言葉が会社名に使用されている場合には，非人称的（impers・na1）性格を帯
びるのでMessrs．を使用しないのが正しい，と教示されている。　Messrs．が
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男性複数の場合の敬称であることを考えれば，人称的（personal）性格を有しな
い会社名の前にタイプしてはならないという理由はそれ自体十分納得できる。
　即ち，Messrs．は二人以上の男性の場合とか～＆Co．，～＆Sons，～＆Bros．
のような会社名（これらの場合の経営者はPartnerと呼ばれる。株式会社の場合は
Director・）の前のみに使用するわけで，上記のことをまとめて例示すれぽ次の
ようになる。
　Messrs．　Green＆S皿ith
　Messrs．　Smith＆Co．
　Messrs．　Green＆Sons
　Messrs．　S皿ith＆Bros．
　Green＆Co。，　Ltd．
　Smith＆SQIls，　Ltd．
　Green＆Bros．，　Ltd．
　The　Smith　Trading，　Ltd．
　Nakamura　Metal　Company
　Record　Corporation
　　〔アメリカの場合はLtd。（＝Limited）がInc．（＝　lncorporated）となる。〕
　これに対して，伝統的なMessrs．の信奉者（というよりもこのように教授された
ためと思われるが）の意見は，株式会社といえどもそれを構成する人々なしには
実存しえないし，発信者は間接的にはそれらの人々に手紙を宛てているのだか
らMessrs．を使用し，例えば，　Messrs．　Smith＆Co．，　Ltd，のように使用し
てよいと主張する。もっとも，この場合といえども，例えば，Tokyo　Iron－
works，　Ltd．にMessrs，を付けるのは感心しない。
　以上の二説を比較検討してみると，前者の主張に合理性があることがわか
る。もしそうであるならば，前者の主張に従ってビジネス・レターの宛先
くlnside　address）をタイプすることが好ましいことかも知れない。
　しかし，種々考察してみると，どうしても納得のいかないことがある。
　その疑問点の第1は，株式会社は法律に基づく会社であって個人の集合では
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ないから非人称的であり，Messrs．を付すのは誤りといいながら，　Salutation
のところでDear　Sirs，（華国的表現）あるいはGentlemen：（米国的表現）を使用
する点である。
　第2の疑問点は，非人称的性格を持つ株式会社といいながら，本文（messages＞
の中ではitではなく人称代名詞であるwe，　you，　theyなどを使用する点であ
る。
　これらの点は少なくとも論旨に一貫性を欠いていると思うのである。もしそ
うであるならぽ，論旨を一貫させる方策はないものであろうか。まず第1の疑
問点から検討してみよう。
　株式会社は非人称的性格であるから敬称の意味でMessrs．を付けないことを
肯定する一方で，SalutationとしてDear　Sirs，あるいはGentlemen：の使用
を否定するのである。（勿論，Messrs．を使用する必要がある場合，即ち，　Messrs．
Green＆Co．のような場合にはDear　Sirs，あるいはGentlemen；の使用は当然のこ
とである。）
　もし，Dear　Sirs，やGentlemen：を用いないとすれば，何をどう用いるか
の問題が生ずる。そこで，その疑問を解明するために，Salutationとしては
Dear　Mr．～，〔米国式にはcommaでなく：（colon）を使用する。〕を使用する。勿
論，公式文書的な手紙であれぽSir，とかSirs，の使用を考慮する。わが国の
官庁文書のように，拝啓，敬具などを用いないとすれば事は簡単であるが，国
際間の手紙では現在のところそこまでdrasticにするのは困難なので，　Business
LetterとしてはSir，やDear　Sir，よりも親しみのあるDear　Mr．～，の使用
を妥当と考える。
　さて，SalutationにDear　Mr．～，を使用するとすれぽ，　Inside　addressの
会社名との関係が問題となる。そこで，宛先を会社名（株式会社）としないで取
引相手先の担当責任者である個人名とするのである。例えぽ，
　　　Mr．　Yoichi　Nakamura，　Import　Manager
　　　Tokyo　Motors，　Ltd．
　　　3－2Marunouchi　2．chome
〈163）
Chiyoda．ku，　Tokyo
ユ00Japan
Dear　Mr．　Nakamura：
r商業英語学gの概念規定とその周辺諸相　　69
のように配列するのである。このようにすると，論旨一貫，説得性もあると考
えるのである。しかも担当責任者に親愛の情をこめて直接的に発信できるし，
心理的にも温かみもあって効果的であると言えよう。
　しかし，このような方策に対する疑問として，未知の会社に初めて発信する
場合（例えば，取引の申込状など）とか，名宛人が長期出張や休暇あるいは療養の
ために社内に不在の場合などには開封されない心配があるのではないか，とい
った点が問題提起されよう。
　これらの疑問点に対しては，前者の場合にはThe　SecretaryとかThe　Ex－
port　Managerなどと役職名で表現できるであろう。後者の場合にはParticular
address（特定名宛人），即ち，　Attention：Mr．～とかAttention　of　Mr．～と表記
することとの関係がある。Particular　addressは，上記のような名宛人（個人）
が不在の場合を想定し，手紙は会社宛とし特に手紙を読んでもらいたい人ある
いは部課をAttention：として特定するおけで，開封は会社の責任でなされ，
特定された人（部課）に回付されるものである。
　この解釈をそのとおりに是認するとすれぽ，Inside　addressは会社宛となる
ので，やはりSalutationとの矛盾が生ずる。
　そこで，このような疑聞を明確にするとすれば，Particular　addressの使用
をやめて，宛先を「～株式会社～様」とするとともに，社内的には秘書あるいは
秘書のいない場合には社内規として，「親展（Private；Confidential；Pers・na1など
と記す。）」の表示がない限り秘書あるいは文書課係員の手で開封し，処理ある
いは名宛人に回付することを申し合わせておけば問題なくスムーズなコミュニ
ヶ一ションが期待できよう。
　もし，上記のようなことが是認されるとすれば，第2の疑問点は自ら解明さ
れよう。即ち，Communicators間における1，　We，　You，　He，　Theyなど人
称代名詞の使用を肯定的に理解できるのではなかろうか。
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（1）拙稿，Messrs．の使用を考える，　Business　English誌第XX　N巻第2号，昭和53年，37～40
　頁を加筆したもの。
（2）L．E．Frailey，　Handbook　of　Business　Letters，　Revised　ed．，　Prentice－Hall，1965，　pp．238～
　239
　　羽田三郎，英文貿易通信入門，4訂版，関書院新社，昭和54年，9頁，
　　石田貞夫他，商業英語，有斐閣，昭和54年，51頁などを参照。
5．Written　Business　Communication　in　Englishの特徴と
　　　Communication　Process
　文書に表現された英語によるビジネス・コミュニケーション（Written　Busi－
ness　Co・nmunication　in　English）の特微は何かと考えてみた場合，次のような外
国文献の一節ωはその解明に役立つように思われる。
　　In　business　letters　terms　peculiar　to　the　business　world　must　some－
　times　be　used，　but　such　terms　have　Precise．meanings　that　are　accePted
　and　understood　by　those　who　use　them．　They　clarif三y　rather　士han
　obscure　the　message　conηeyed．　Terms　such　as　C．　LE　（meaning　that
　the　price　quoted　covers　not　only　the　cost　of　the　goods　themselves　but
　also　the　cost　of　their　insurance　and　transport），．．．．．．　and　similar　terms
　are　Part　of　the　technical　language　of　business，　but　excePt　for　these，
　the　ordinary　language　of　everツday　life　is　all　the　busineSS　letter　needs
　－the　ordinarツlanguage　of　good　conversation　is　good　enough．（イタリ
ック体は筆者による。）
　この英文から理解できることは，商取引の世界では固有の用語が時折り見か
けられるが，それらの用語はそれらを使用する人達の間で共通の理解と正確な
認識がなされており，伝達内容を簡潔かつ明瞭にするために使用される専門用
語（technical　terms；technics）である，ということである。
　例えぽ，「モデル番号88番の自転車について，モンパッサ港までの運賃保険
料’込最低価格を見積りました。」と言う場合，We　have　quoted　the　lowest
price　including　the　cost　of　the　goods，　the　insurance　Premium　and　the
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0cean　freigh　to　Mombasa　for　our　Model　No．88　Bicycle．と書くよりは，
イタリック体の部分をC．LF．と専門用語で置き換えたほうが簡潔かつ明瞭で
正確な理解がなされるのである。即ち，We　have　quoted　the　lowest　price
C．1．F．　Mombasa　for　our　Model　No．88　Bicycle．と表現したほうがclear
でありconciseなのである。
　以上のように，専門用語を使用するということは，ビジネス・コミュニケー
ションを難解なものにするのではなく，逆にmessageの内容を簡潔かつ明瞭
にして受信者のスピーディな理解を助け，そして説得性を増幅して伝達内容を
より効果的に伝達する役割を果たすのである。
　さて，次に，このようなビジネス・コミュニケーションのプロセスを考察し
てみたい。
　第3節で言及したように，ジャニス教授はThe　Concept　of　Communication
の論述の中でCommunicationを定義してCommunication　is　the　process　by
which　messages　affect　response．と規定している。
　そこで，Response（返答）を引き出すための望ましいプロセスとはいかなるも
のかが重要な問題となる。
　相手から期待どおりの返答を得るためには，英語に関する適切な知識と相手
の感情にも可能なかぎり精通することが大切である。例えぽ，一通の手紙に託
した説得の文章が，相手の快諾を得るものでなければコミュニケーショソが完
全に成功したとはいえないからである。ジャニス教授はドレスナー氏との共著
である「ビジネス・ライティング〔2｝」の中で，成功的なビジネス・レターに共
通する特徴として，①Definite　purpose（明確な目的），　②Consideration　for
the　reader（相手に対する思いやり），③Natural　style（自然な文体），④Correct
usage　and　form（正しい語法と形態），⑤Attractive　apPearance（美しい外観）を
あげている。
　さて，以上のような点を念頭におきながら文書により表現されるビジネス・
コミュニケーションのプロセスを図形化してみると，図形2（Fig．2）のような流
れを描くことができよう。
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要因　’／　　　　　　　　　　　　　　　要因
，一一層一一一一一一一一｝一置一一一一一騨一■一一幽塑一レ凹一一
、、、?、?、?、??、
発信者 受信者 ρ■一冒一一 返答
状況　　　　　　　　　　　　　　　状況
インフオメーション インフォメーション
スケルトン・プラン
翻訳（外国語へ）
4－一一自然な文体←一一正しい語法と形態
翻訳
i自国語へ）タイプライティング
，／明確な目的
_受信者への配慮
Q美しい外観@　　（正しい体裁）
@　　　　　脱漏の
@　　チェック読み返し
q＿＿＿誤記，
発　信 受　信
コミュニケーション・ギャップ
b。mmunicati・n　Gap
iSemantic　Barrier） ?
　　Fig．2　ビジネス・コミュニケーションのプロセス（Business　Communication
　　　　　Process）
　図形2から容易に推論できるとおり，ビジネス・ライティングに当っては，
その事前準備として起草者（communicator）をとりまく状況だけでなく，可能な
限り相手の状況も含めた正確なインフォメーションを集約し，スケルトソ
（skeleton）を考えなくてはならない。このスケルトン・プランに際して，正確
な情報にもとつく明確な目的と相手の立場を十分に配慮する心構えが肝要であ
る。と同時に，演繹的思考方法による構成とするか，帰納的思考方法による構
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成とするかの選択も大切なことといえる。
　さて，以上の要素にも増して重要なことは翻訳（encoding／decoding＞の問題で
ある。Yours　of　the　10th　inst．　received　and　noted．といった紋切型の決まり
文句あるいは没個性的な文章は，たとえば，We　thank　you　very　much　for
your　le亡ter　of　October　10．（yoursを1etterと考えた場合。状況によってyoursが
1etterかtelegramかあるいはtelexかなどは判明する。）といった温かみのある，よ
り自然な文章に道を譲っている。翻訳に当っては，文の構成，単語の選択，ス
ペリング，文法，句読点などに細心の注意を払うだけでなく，事実関係，日
付，名称，数字，標題などに誤りが生ずるようなことがあってはならない。
　投函された文書が相手に届いた場合，英語国民は別として，一般的には自国
語への翻訳（decoding）の必要があろう。このような場合，送られたmessage
に対して正しい解釈がなされないとコミュニケーション・ギャップ（communica・
tlon　gapあるいはsemantic　barrier）が発生する。やはり，発信者および受信者
（c・mmunicators）ともに，正しい言語の用法に精通していないと折角のスケル
トン・プランも水泡に帰する懸念がある。語学力の重要性が認識されなくては
ならない所以である。
（1〕LGartside，　Modern　Business　Correspondence，　Macdonald　and　Evans　Ltd．，1963，　p．198，
J．H．Janis／H．R．Dressner，　Business　Writing，　Barnes＆Noble，1972，　p．20
6．　「商業英語現象」の多様性
　中村巳喜人教授の表現による「商業英語現象（＝商業の場において一定の現実的
効果をあげることを目的とする意思伝達のための英語を用いて行なわれる動的な言語活
動）」の概念は，それ自体独立した普遍的な一つの概念として把握できるが，
「商業の場」の規定によってそこにはさまざまな「商業英語現象」が発生する
と考えられる。
　もしこのことが是認されるとすれぽ，わが国の現状を考慮した「商業英語現
象」・即ち，日本というnational　unitの立場から尭生する「商業英語現象」を
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分析してみることができる。そして，その結果としては次のような分類と図形
が出来上るが，このような分類を可能とした歴史的発展過程との絡みで考察す
ると何らかの成果が予見される。
　〔A〕「商業の場」をわが国商社・メーカーの本社中心に考え，日本人をコミ
　　ュニケーター（communicator）とする場合
　中野宏一助教授は，「企業内国際コミュニケーション関する一考察一商業
英語へのマーケティング・アプローチー（1｝」という最近の論文の中で，「商業
英語の日本における研究においては，貿易英語が中心的研究対象であったが，
近年の日本企業の国際的展開に伴い，実業界においては大きな変化が進行中で
ある。」と述べ，「問題になるのは，在外貿易事業所には日本人が居るというこ
とである。明治8年（1875年）の東京商法講習所設立以来昭和43年まで，わが
国において輸出のための貿易通信とは外国人とのコミュニケーションであると
考えられてきたが，昭和44年以降日本人が居る在外貿易事業所との通信が中心
的地位を占めるように逆転したのであり，そのような事実の認識は重要であ
る。」（圏点は筆者が引いたもの）との見解を表明された。
　この見解は，日本企業の在外貿易事業所が取扱う日本からの輸出額が日本企
業の総輸出額に占める割合を根拠として論じておられると理解するが，在外貿
易事業所との通信量と日本の全企業の対外通信総量との比較がなされていない
点にいま一つ説得性に欠けるものがあるように思われる②。もっとも，同助教
授は，企業内国際コミュニケーションであっても英語の特性その他の事情を勘
案すると英語によるコミュニケーションが望ましいとの主張を根拠をあげて論
じておられるので，ここで筆者が述べようとする論点と乖離するわけではな
いo
　さて，本題に返って，「商業の場」をわが国中心に考えると，やはり貿易取
引を中心とした局面が浮上してこよう。このような点を考慮しながら，この場
合を図形化してみると図形3（Fig．3）のようなものができあがる。
　〔B〕「商業の場」をわが国在外貿易事業所（在外支店，出張所，現地法人など）中
　　心に考え，日本人（現地駐在員）をコミュニケーターとする場合
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　この場合のビジネス・コミュニケーショソの対象は，本社，現地の関係先
（現地従業員を含めて政府，取引先等），第三国の関係先，即ち，Intra－company，
Interna1（lnterpersona1），　or　International　Business　Communicationとなろう。
就中，現地の関係先とのビジネス・コミュニケーションは現地語ないし英語で
行なわれるであろうし，英語による場合は現地の「商業の場」に照らしての研
究と理解が要請される。従って，例えぽ，わが国に直接的になじまないとされ
る純粋米国型ビジネス・コミュニケーションも「米国における商業の場」を背
景とする限り直接的影響を及ぼすことになる。
　従って，今日の「解放型」の経済状況の観点に立つと，純粋米国型ビジネ
ス・コミュニケーションの修得も時代の要請として十分な研究価値があること
が理解できる。
　さて，以上のような観点を考慮に入れてその図形化を考えてみると図形4
（Fig．4）のようなものができあがる。
　〔C〕「商業の場」を在日外国企業中心に考え，日本人をコミュニケーターと
　　する場合
　この場合のビジネス・コミュニケーションの対象としては，在日外国企業の
本社あるいは外国の関係先，わが国における関係先（この場合は日本語の使用が多
いと思われる），在日企業に派遣されている駐在員（この場合は報告書や会話が中心
となろう），即ち，Intra－company，　International，　Internal，　or　Inter．personal
Business　Communicationが考えられる。
　そして，在日外国企業の本社を対象とする場合には，特に当該国におけるビ
ジネス・コミュニケーションの方式に精通しておくことが重要なことになろ
う。
　以上のような観点を考慮しながらこの場合の図形化を考えてみると図形5
（Fig．5）のようなものができあがる。
（1）中野宏一，商経論叢第14巻3・4号，神奈川大学，昭和54年，53～76頁参照。
②何故かといえば，確かに同助教授の作成になる資料をみると，日本企業の在外貿易事業所が取
　扱った日本からの輸出額と日本企業の総輸出額との割合は，昭和44年以降50％を越えている事
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が指摘されている。しかし，一方において，在外貿易事業所を設置している目本企業の数をみる
と，昭和44年においては8，435企業のうちの610企業（約7．2％）に過ぎない。昭和53年の統計
によってみても10，534企業のうちの909企業（約8．6％）である。また，年間輸出額が1，000億円
以上の大規模企業の企業数は全体（10，534企業）のO．4％に過ぎないが，その輸出額は輸出総額の
69．2％（約7割）を占めている（通商産業省通商政策局編，貿易業態統計表，昭和53年，5～6頁参
照）。
　このような事実からみて，在外貿易事業所を設置している日本企業は，全体的には僅かであっ
ても大規模企業による寡占化状況が見られるわが国の輸出実態（輸入も同様）からいって，在外貿
易事業所の増加（同一企業が在外貿易事業所を増設するなども十分考えられる）とともにその取扱
量が増大していることは理解できる。
　以上のような論拠から，在外貿易事業所の取扱額が50％を上回ったことが即日本人が居る在
外貿易事業所との通信が中心的地位を占めるように逆転したと断言できないのではないかと考え
る。成約，不成約に拘らず日本企業（在外貿易事業所の有無に関係なく）の在外貿易事業所以外の
取引先との通信量も可成りの量にのぼることが推測される。
結 び
　第1節において問題提起した「商業英語学」の概念規定について，今日まで
の諸見解を参考にしながら一定の評価と結論を得た。
　例えば，中村巳喜人教授による概念規定を中心としたユ＝バーサルな「商業
英語学」の概念規定が定着するまでにはかなりの時日を要するかも知れない。
しかし，「商業英語学」の確立を目ざしてその方法論の定着とその方向に沿っ
た業績の集積は，やがて大方の研究者からも「商業英語学」としての認知を獲
得するものと確信する。
　本稿においては，わが国における商業英語研究の領域についても簡単に言及
した。「商業の場」の設定変化に伴うわが国の「商業英語現象」の多様性を念
頭におきながら，「商業英語学」原点の模索とフィードバック（反復）を忘れず
に「商業英語」に係わる諸問題を解明して行くことがますます重要な課題と考
える。
